
 

 

 

～小学 5・６年生の英語授業記録などです。～ 

Why do you study English? 
 英語を勉強していて、楽しかったり、面白いこともあるとは思いますが、難しいことや大変なこと、めんどくさ

いことももちろんあります。そういったときに、「なぜ英語を勉強するか？」を明確にすることで困難を乗り越え

るエネルギーになります。事実やデータをもとにしたものですが，あくまで私の個人的な見解も含まれています

ので，参考程度に見ていただけたらと思います。 

 まずは、子どもたちに「どうしてだと思う？」と聞いてみました。 

 「外国の人が来た時に話すため。」 

                   「外国に行ったときに、役に立つから。」 

                   など答えてくれました。 

 

 

                   １．昔言われていたこと 

                   私は４３歳ですが、私が学生のころ、大人からよく言われていたのは、 

                   「英語できないと困るよ～。」という言葉でした。 

                   当然、ものを知らない私は、「そうなんだ。」と思って、遊びをやめた

り、サッカーをせずに英語の勉強をしたりしていました。 

 

 

                   ２．実際に大人になって。 

                   しかし、実際に大人になって、英語を使う場面があったり、英語がで

きなくて困ることはあまりありませんでした。英語教師の仕事をして

いたので、学校では英語を使いますが、学校外ではほとんど英語を使

うことはありません。正直「本当に英語って必要なのかな？」と思う

こともありました。 

 ３．２０２２年、今からの世代について 

                   今からの世代がどう言われているかというと、 

                   「英語がこれからめっちゃ大事！」 

                   「英語できないと困る！」今言われてるこれは、本当なのでしょうか？ 

                   しかし、答えはありません。自分たちで状況から自分で考えないとい

けません。 

 

 ４．日本の景気 

                    日本の景気はここ数十年、低迷しています。 
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 大卒初任給の比較で国ごとの比較をすることもあります。 

                  日本・・・２０年前（約２０万円）⇒昨今（約２０万円） 

                  スイス・・・２０年前（約２０万円）⇒昨今（約７１万円） 

                  韓国・・・２０年前（約１３万円）⇒昨今（約３３万円） 

 

 

                        左のグラフは各国の賃金の推移と変化。 

                        スウェーデン、オーストラリア、フランス、イギリス、デ

ンマーク、アメリカなどが上昇傾向で、日本は下降傾向。 

 

 

 

 

 ５．さらに「コロナ」がやってきて、 

                   いろんな会社やお店が苦戦している。 

                   唐津も大変だが、都会はもっとたいへんなところもある。 

       

 

 

 ６．若い人たちは？ 

                   学校を卒業して、今から仕事をしようとしている人たちは、仕事や職

場が減って、困る人もいるという現状もある。 

 

 

 

 ６．海外の会社や企業 

                   海外の企業や会社も苦戦しているが、英語でビジネスをしている企業 

                  には好調な企業も多い。 

                   IT やインターネットを活用したビジネスは今までより成長している

業界もある。 

７．英語を使って働くということ。 

                   「英語を使わなければならない。」ということではない。いろんな世界

があるので、いろんな道もあるはず。 

                   しかし、英語を使った仕事の分野は東南アジアを中心にとても成長し、 

                   安定しはじめている。 

                  ８．まとめ 

                   どの仕事をするかは自由。 

                   しかし、英語を使って世界を相手にするが収入などは高い。 

                   楽しいこともしやすくなる。 

                   より多くの情報が早く入手できる。 

                  ※日々、世の中の状況の変化に伴い、人々の感情や判断基準も変動する

ものです。時折、こうやって、根本を見つめなおしてみたいと思います。 


